











　昨年（2016 年）11 月 5 日に，東京大学において大原社会問題研究所の主催で国際交流研究会
「企業パターナリズムの国際比較」が開催された。これまで筆者とスウェーデン人研究者である
ビョン・ホリビィ氏およびクリステル・エリクソン氏が，日本とスウェーデンの企業パターナリズ




























































































促したと考えられる（４）。これに対し，スウェーデンでは，19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて社会
民主主義労働運動と自由主義勢力は民主化（普通選挙権獲得）を実現することにおいていわば共闘




























































































石原俊時「書評と紹介：Christer, Ericsson & Horgby, Björn & Ishihara, Shunji, Faderliga företagare i 






高田実・中野智世『ヨーロッパ近代の探求 15 福祉』ミネルヴァ書房，2012 年
辻勝次『トヨタ人事方式の戦後史：企業社会の誕生から終焉まで」ミネルヴァ書房，2011 年
間宏『日本労務管理史研究 : 経営家族主義の形成と展開』ダイヤモンド社，1964 年
